




























      ごあいさつ
　皆さん、初めまして。大阪大学コミュニケーションデザイン・センター（CSCD）の











































































































































      音 楽
　アーティストの斉藤達也さんと共同で行ったプロジェクトです。これは東京藝術大学




























































































［写真］ ショウウインドウのなかにたたずむ Geminoid F
ⓒ 大阪大学石黒研究室、ATR 石黒浩特別研究所








      議 論
　ここまで、4 つのアクティビティに関して簡単に説明をしました。どうでしょうか。
少しは、見てみたいなあ、とか、面白そうだなぁ、とか思ってもらえたでしょうか？
　さて、最後に少しだけ私の本業に関しても説明をしておきます。私はアーティストと
のコラボレーションだけをやっているわけではなく、本業はロボットの社会実装や HRI
（Human-Robot Interaction）といった研究分野の研究者です。最近はアンドロイドを難
波タカシマヤなど百貨店に店員として設置して接客をさせるという研究をしています。
最初はうまくいかなかったのですが、最近は人間の店員さんと同じくらいの売り上げを
上げることができるようになってきました。またこれに関連して、ロボットの知能化に
関する研究も進めています。これは、チューリングテストと呼ばれる完全自律で人と会
話をすることができる社会的なロボットを目指すプロジェクトです。
　私の本業の方の研究は、よく質問で懸念される、「人の仕事を奪う」可能性があります。
ですので、よくご指摘を受ける皆さんからの懸念はもっともなのです。でも考えてみて
ください。これまでの技術は、人の仕事を機械を用いて、より効率的にできるようにす
ることに用いられてきました。人力車は車や電車に置き換わりました。手作業で計算し
ていたものは、コンピュータに置き換わりました。飛脚や紙の手紙は email に置き換わ
りました。世の中は、どう変わったのでしょうか？多分、良くなった面も悪くなった面
も、両方あると思います。
　先述しましたが、技術の発展が止まることは絶対にありません。進歩し続けます。こ
の流れに対して我々ができることは、できるだけ物事の良い面を公平に見るよう努力し、
何か問題があれば、知恵を絞ってできるだけ良き方向に行くよう、その都度、軌道修正
をしていくしかありません。まさに、そのためにも一人一人の教養が必要だと思います。
また、そのために CSCD が大阪にあり、その一員として参加できていることは私にとっ
て、とても光栄なことなのです。
　最後に。本稿が少しでも皆さんの心にのこり、そして少しでも、今よりも良い社会に
なればいいなぁと思っています。最後まで読んでくださりありがとうございました。
